
か
な
し
き
原
俳
句
会

は
び
こ
り
て
十
薬
の
花
憎
か
ら
ず 

康
子

川
底
に
ま
だ
影
置
か
ぬ
目
高
の
子 

弘
子

田
蛙
や
鳴
き
止
む
術
を
知
ら
ぬ
げ
に 

誠
一

南
天
の
花
よ
り
夜
の
明
け
初
む
る 

貞
子

目
を
閉
ぢ
て
聴
く
レ
ク
イ
エ
ム
沖
縄
忌 

明

蟇
沓
脱
ぎ
石
を
動
か
ざ
り 

し
ん
子

 菊
水
俳
句
会

コ
ロ
ナ
禍
を
清
め
る
滝
の
し
ぶ
き
か
な

 

永
田
　
紘
彦

あ
ち
こ
ち
と
ポ
イ
ン
ト
探
す
や
ま
め
釣
り

 

嶋
田
　
俊
一

庭
の
す
み
仏ほ
と
けお
わ
す
か
う
こ
ん
咲
く

 

池
田
　
松
子

色
重
ね
光
か
さ
ね
て
い
る
青
葉

 

中
山
ミ
サ
ト

め
が
ね
橋
下
は
泳
ぎ
場
子
ら
の
声

 

宮
中
　
康
雄

 

肥
後
狂
句

旅
に
出
よ
う
　
こ
れ
が
最
後
の
成
田
発

 

池
田
　
　
茜

山
ん
ご
つ
　
昔
は
も
ろ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

 

石
原
か
わ
せ
み

あ
ら
ま
ァ
　
又
嫁
さ
ん
が
変
わ
っ
と
る

 

井
上
り
ん
ど
う

遊
び
心
　
そ
ぎ
ゃ
ん
男
は
要
注
意

 

瀬
上
　
歌
子

歳
も
歳
　
無
理
は
き
か
ん
と
お
も
い
知
り

 

高
木
せ
い
や

奥
の
手
　
里
に
帰
っ
て
良
い
で
す
か

 

二
瀬
　
桔
梗

や
お
い
か
ん
　
モ
ッ
コ
ス
様
が
一
人
い
て

 

福
永
す
み
れ

半
端
な
い
　
本
好
き
が
床
つ
っ
ぽ
が
し

 

庄
山
　
道
草

開館午前９時～午後10時（年末年始除く。）　　１回につき１人５冊まで、２週間借りることができます。

和水町公民館図書室だより 問　中央公民館図書室　　　☎0968・86・2022
　　三加和公民館図書室　　☎0968・34・3047

文芸広場

　地震、台風、水害…自然災害は、いつ起きるかわかりません。そんな自然災害に備えて、日々の生活の中に防
災に対する知識を持ち、災害に対する不安な気持ちを少しでも解消しましょう！

「レスキューナースが教える
� プチプラ防災」
� 著者：辻　　直美
� 株式会社：扶桑社
　二度の大地震を体験した著
者が、「誰にでもできる対策
を教えたい。必要以上にお金
をかけずに、日常に取り入れ
ることができる防災術を届け
たい！伝えたい！という思い
からつくられた本です。防災

グッズを揃えるだけでなく、災害についての正しい知
識と、対処するための知恵を得ることも防災であると
いう著者。参考にしてみてください。

「親子でかんがえよう！
� 防災クイズずかん」
� 著者：桶田ゆかり
株式会社：チャイルド本社

　「あ！じしんだ！」そんな
とき、きみならどうする？
…子どもたちの大好きなク
イズに答えながら、楽しく
防災の知識を身につけるこ
とができます。この本を通
して、家族で防災について

話し合うきっかけになればうれしいです！

旬のものを簡単アレンジ
「きゅうりとトマトの青じそマリネ」

問　健康福祉課　保健予防係
　　☎0968・86・5724

ひとくちメモ＆栄養コメント

　1人当たり約70ｇの野菜が摂取できます。あと一皿野菜料理を増やそうという時にも短時間で作れ、緑黄色野菜、淡
色野菜両方が摂取できます。

［材料（４人分量）］
きゅうり�････････････ 120ｇ
トマト�･･････････････ 160ｇ
青じそ�･････････････････ 2ｇ
オリーブオイル�････ 小さじ２
酢�････････････････ 大さじ４
しょうゆ�･････小さじ２と1/3

［作り方］
①��きゅうりは皮をしましまにむき、0.5cm幅
に切る。

②��ミニトマトのヘタをとり、半分に切る。
③��青じそはせん切りにする。
④��Ａを合わせ、マリネ液を作る。
⑤��①～③を④に加え、混ぜ合わせ味を染みこ
ませる。

⑥��器に盛り付ける。

問　社会教育課　文化係
　　☎0968・34・3047銅板画家　秀島由己男氏の作品紹介

　
銀
象
嵌
銘
大
刀
を
は
じ
め
ほ
と
ん
ど
が

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
江
田
船
山
古

墳
の
副
葬
品
で
す
が
、
発
見
当
初
極
め
て

貴
重
な
も
の
と
認
識
さ
れ
た
理
由
は
、
副

葬
品
全
体
の
豪
華
さ
で
し
た
。

　
副
葬
品
に
は
、
金
製
・
金
銅
製
の
冠
や

耳
飾
り
、
沓く

つ
、
鏡
６
面
、
刀
剣
類
、
鉄
製

武
具
、
馬
具
、
玉
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

墳
長
62
ｍ
と
決
し
て
大
き
な
古
墳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
副
葬
品
の
内
容
は
ヤ
マ

ト
王
権
の
王
墓
や
豪
族
墓
に
匹
敵
す
る

内
容
と
い
え
ま
す
。
１
９
０
０
年
に
開
催

さ
れ
た
第
５
回
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
合

わ
せ
て
明
治
政
府
が
作
成
し
た

『H
IST

O
IR

E D
EL’ A

R
T

 D
U

 
JA

PO
N

（
日
本
美
術
史
）』
に
は
、
他

国
に
日
本
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
の
一

つ
と
し
て
、
江
田
船
山
古
墳
出
土
の
轡

く
つ
わ

（
馬
具
）
と
金
製
耳
飾
り
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

　
豪
華
な
装
身
具
の
多
く
は
、朝
鮮
半
島

で
出
土
し
た
も
の
と
類
似
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ト
形
の
耳
飾
り
や
ス
パ
イ
ク
の
付
い

た
沓
は
、
韓
国
広
州
市
の
武ぶ

寧ね
い

王お
う

陵
の

出
土
品
と
類
似
し
、
６
面
の
鏡
の
中
の
獣

帯
鏡
も
武
寧
王
陵
出
土
品
と
似
て
い
ま

す
。
武
寧
王
は
百
済
の
第
25
代
の
王
で
、

日
本
で
生
ま
れ
た
と
も
い
わ
れ
、
和
水
町

と
は
昭
和
54
年
に
姉
妹
都
市
の
締
結
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
今
も
古
墳
祭
な
ど
を
と

お
し
て
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
極
め
て
緻
密
な
細
工
が
施
さ
れ
た
冠

や
耳
飾
り
な
ど
は
、
東
京
国
立
博
物
館
の

考
古
資
料
を
代
表
す
る
展
示
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
江
田
船
山
古
墳
の
被
葬
者
が
こ
れ
ら

を
ど
の
よ
う
に
手
に
入
れ
た
の
か
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
直
接
的
で
あ
れ

間
接
的
で
あ
れ
、
王
墓
の
副
葬
品
に
匹
敵

す
る
も
の
を
入
手
す
る
力
を
持
っ
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
す
。
そ
れ
ら
は
子
孫
に
伝

世
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
被
葬
者
と
と
も
に

古
墳
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
海
外
に
も
繋

が
る
豪
華
な
副
葬
品
が
、
い
か
に
被
葬
者

の
権
力
と
性
格
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
が

分
か
り
ま
す
。
ど
う
し
て
５
世
紀
後
半
の

和
水
町
に
こ
の
よ
う
な
被
葬
者
が
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　水俣市出身で銅版画家の故秀島由己男氏（享年84歳）は、晩年の約25年間を和水町に居住し、創作活
動を行っておられました。和水町在住時には、石牟礼道子氏の熊日新聞掲載小説『春の城』の挿絵を担
当されたほか、多くの偉大な作品を生み出されました。
　平成30年にご逝去された後、和水町では秀島氏の作品やコレクションを保護し、専門家の指導の下、
適切な環境での保存や内容調査を行っています。今回はその中から２つの作品をご紹介します。紙面の
ため実物の迫力とは大きく違いますが、黒を基調とした画角の中に非常に緻密な表現で描かれた作品を
ご覧ください。
　なお、作品については整理が済んだものを数点抜粋し、期間を限定して展示する計画です。

A�
 

春の城 －扉－
　1997　リトグラフ 42.0 × 34.2㎝

Melon（詩画集「静物考」）
1985　メゾチント（手彩色）17.1 × 17.3㎝

23│広報なごみ│2021 July│ │広報なごみ│2021 July│22


